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単独世帯 5.3 0.4 
夫婦のみ一担つ惜 17.8 20.6 
二世代区上手話: 20.4 18.5 
一・四世代世帯 50.4 53.9 
その他の世帯 6.2 6.6 
不13，月.
言十 % 100.0 100.0 























































































50 。 鳥禰7お(N=508)。 50 % 






























































































































































































































































































































































男性 8 4 15 7 
女性 16 23 20 9 
計 N 24 27 35 16 

























独居不 就労不 経済的 本人
安・白 可・ 9ぇ 国窮 希望 f忠
立生活 業 (人)
不可能
11 4 2 8 59 
17 4 2 5 8 104 
28 8 4 5 16 163 









































































て， IJZ E!l è~ 福偶数おc大学)，花崎正予
筑紫短期大学入河野孝子(元西九州大学)，
赤星礼子が共存jで行なってきた一連の調査研
究である。
(ZX3) 九州家政学総合研究会(家庭経営学部会
と
り取り組んでいる共同研究
の創造に関する研究jから得られた概念であ
る。
(4) 那須宗一
e那須宗一 a共藤長，
究.i.t廷内出版， p.15o 
(5) 詳しくは，赤箆礼子[九州における高齢者
の生活実態一佐賀県の養護老人ホームにおけ
る佐賀大学教育学部研究論文集
第1号(1I)p.25~40α 本研究iム財団法人生
命保険文化センターの研究助成を得て行なっ
た。
(6) 多くの調査長研究が指摘するところであるが，
「老人と別居子との交渉j湯沢凝彦幸子{新し
い家族学j光主主音色 1987，p.86~88，から引用
すると以下のようになる。
結局，子二との日常接触におけるこれまでの
わが国のモテソいパターンは， I国民子との濃
密接触と，別居合子との疎遠な交渉jというこ
とになり，
青井手口夫・松長子、治郎・副忠義i也編， 1971， r生活
構造の理論j
九州家政学総合研究会編， 1987 r高齢化社会と
家庭生活 九州地区における現状ならびに課
題と提言九州大学出版会。
九州、1家族関係研究会(平民花自奇，河野，赤
， 1989r実りある老後生活に向けてー鳥栖
市における
社会福祉協議会。
大)1町農業振興協議会， 1980， r第3次農業振興
10ヵ
1988， r佐賀県勢のあらましJ。
付記本稿の内容の一部については H
において刊し
州における高齢者の生活実態(第13報)方
法論の得検討 IJと題して，赤患
者)，子区1，花PI奇，潟野が発表したο
